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わえいごりんしゅうせい 

#56 和英語林集成 

作者：平文（ヘボン James Curtis Hepburn 1818-1911） 

刊行：慶応３年（1867） 

♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢ 

 解題  

■ 内容 

『和英語林集成』はＪ.Ｃ.ヘボンによっ

て著された和英・英和辞書である。日本最初

の和英辞典として知られる。 

初版（1867）は横浜とロンドンで刊行され

た。印刷は上海のプレスビテリアン・ミッ 

ション・プレスに発注した。収録語数は「和英の部」20,772語、「英和の部」

10,030語で、日常語を中心としている。序文によると、Ｗ.Ｈ.メドハースト

編『英和・和英語彙』（1830）とイエズス会宣教師による『日葡辞書』（1603-

1604）を参考にしている。その後、ヘボンは改訂・増補した再版を、明治５

年（1872）に横浜で刊行（印刷は上海）した。さらに明治 19 年（1886）に

は全面改訂した第３版を東京の丸善商社から刊行している。 

辞書作成に当たり、ヘボンは耳で聞いた日本語を、英語の発音をもとにロ

ーマ字で書きとめている。そのつづり字方式は、ヘボン自身により改良され、

第３版での方式が今日のいわゆるヘボン式つづり字のもととなった。ヘボン

式は、パスポートの氏名など日本語の正式な表記に採用されている。 

■ 作者 

ヘボンは本名ヘップバーン。幕末明治期の米国の宣教医。ペンシルヴァニ

ア州ミルトン市の生まれで、プリンストン大学在学中、化学に熱中して古典

の授業短縮を主張し、総長に「化学に用いる学名や文献の多くがラテン語で

はないか。」と諭される。この体験が後の辞書編纂へと繋がる。卒業後、ペ

ンシルヴァニア大学で医学博士となり長老派教会に入会。天保 12年（1841）、
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中国アモイに渡る。安政６年（1859）に横浜に上陸。神奈川の成仏寺を住居

とし、近隣の宗興寺を施療院として日本人を治療した。文久２年（1862）に

横浜居留地 39 番に移る。同じ年に起きた生麦事件で、負傷した英国人を治

療した。また聖書の翻訳を行い、ヘボン塾を開校して夫婦で英語を教えた。

ヘボン塾は、後の明治学院やフェリス女学院の礎となった。明治 25年（1892）

に帰国。 

 本文を読む 
＜再版＞ 

『和英語林集成』２版 平文著 ｱﾒﾘｶﾝ･ﾌﾟﾚｽﾋﾞﾃﾘｱﾝ 1872［K83.1/6A］ 

＜復刻＞ 

『和英語林集成』Ｊ.Ｃ.ヘボン著 講談社 1980［K83.1/23］ 

※1886年丸善刊行改正増補（第３版）の複製縮小版 

『和英語林集成 初版・再版・三版対照総索引』第１-３巻 ジェイムズ・ 

カーチス ヘボン著 飛田良文・李漢燮編 港の人 2000-2001 

［K83.1/41/1］-［K83.1/41/3］ 

＜影印＞ 

『和英語林集成 初版訳語総索引』飛田良文・菊地悟 共編 笠間書院 1996 

［K83.1/38］ ※「英和の部」のみ影印で掲載されている。索引は平仮名表記。 
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